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第第４４次次調調査査  

2019 年 10 月 30～31 日 

第第５５次次調調査査  

2020 年４月 23 日～ 

2020 年８月 26 日 

2,690 宅地造成 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

荒屋遺跡 

第５次調査 
集落跡 

奈良 

時代 

竪穴建物跡 12 棟 

土坑 10 基 

溝跡２条 

奈良～平安時代 

土 器 土師器 コンテナ 20 箱 

鉄製品 刀子２点 

土製品 土玉，勾玉 

炭化材 等 

 

要約 

荒屋遺跡は，これまでの調査において，奈良時代の竪穴建物跡など古代の集落跡が確認され

ている。 

本調査では，奈良時代～平安時代初頭の竪穴建物跡や土坑を確認し，古代の地域様相の一端

が解明された。出土土器から８世紀後半～９世紀初頭と考えられる。 

また，本調査地点周辺では「昔，“ちょうえんぼう”という僧侶がいた。」という伝承があり，

調査地点は「“ちょうえんぼう”の畑」と呼ばれてきた。文献調査の結果，調査地点近隣に近世

期の修験僧坊があった可能性が指摘できる。 
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